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	応用
	抗原情報
	背景
	4E-BP1（真核生物翻訳開始因子4E結合タンパク質1）は、ELF4EBP1/BP-1/PHAS-Iとも呼ばれ、染色体8p12に位置し、118アミノ酸（約13kDa）からなるタンパク質です。eIF4EBP1とeIF4Eの結合は可逆的であり、eIF4EBP1のリン酸化状態に依存します。リン酸化されていないeIF4EBP1はeIF4E（24kDa）に強く結合しますが、リン酸化されているeIF4EBP1はeIF4Eに強く結合しません。 Akt、TOR、MAP キナーゼ、S6 キナーゼ、および Cdc2 は、スレオニン 35、45、69、またはセリン 64 をリン酸化することによって eIF4E に結合する eIF4EBP1 を不活性化できる既知のキナーゼです。ただし、すべてのリン酸化イベントが eIF4EBP1-eIF4E 相互作用を同様にブロックするわけではありません。
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路、mTORシグナル伝達経路
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト膵臓癌 (A)、食道癌組織 (B)、および卵巣腫瘍組織 (C) の免疫組織化学分析。DAB 染色による 4E-BP1 マウス mAb を使用して細胞質および膜の局在を示しています。

